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（資産成長型）（年3％目標分配型）（年6％目標払出型）

愛称：マイ・ロングライフ

～足元の運用状況と今後の見通し～

Special Report

＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
「野村ターゲットインカムファンド 愛称：マイ・ロングライフ」（以下、ファンド）の過去半年間の運用状況
と運用担当者が考える今後の見通し等についてご説明いたします。

お伝えしたいポイント

・景気減速を背景に世界の主要中央銀行は金融緩和を実施

・2020年に景気が本格回復するのか、重要な分岐点

・景気動向を見極めつつ、機動的な資産配分変更で対応

・「マイ・ロングライフ」が大事にしていること

当資料はファンドを取り巻く環境を説明したものであり、全てを網羅しているものではありません。
なお、当資料作成時点の運用担当者の見解であり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
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ポイント1 金融緩和を想定した資産配分が奏功し、堅調なパフォーマンス

＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

期間：2018年11月30日～2019年11月29日、日次

基準価額と現金等比率の推移

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

基準価額（分配金再投資）とは、当初設定時より課税前分配金を再投資したものとして計算した価額であり、ファンドの収益率を測るためのもの
です。したがって、課税条件等によって受益者ごとに収益率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮しておりません。

※上記は「野村ターゲットインカムファンド（年3％目標分配型）」の運用実績についての説明です。

金融緩和局面への対応で、世界債券を主体とした資産配分が奏功

ファンドの基準価額（分配金再投資）の直近半年間の騰落率は、2019年11月末現在で

プラス5.6％となりました（2019年5月末比）。

過去半年間を振り返ると、「世界債券」に分類している指定投資信託証券7本合計の寄与度

が最大となっております。特に前半3か月（6月～8月）においては、米国利下げ転換を受け、

「債券総合型（世界債券全般）」や「先進国国債等」などの指定投資信託証券を中心に、世

界債券が基準価額押し上げの原動力となりました。金融緩和期待が高まるとの想定から、世界

株式の比率をやや抑える一方で世界債券の比率を高めた戦略が奏功しました。後半3か月（9

月～11月）は、米国の連続利下げや米中貿易交渉の進展期待などから株価が上昇に転じた

ため、「先進国高配当株」が基準価額を押し上げた1番の要因となり、資産分散効果が得られた

と考えております。

基準価額変動の資産別要因分解

期間：2019年6月～11月、分配金込み基準価額
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景気減速を背景に世界の主要中央銀行は金融緩和を実施

米中貿易摩擦が本格化する以前の2017年半ば以降、製造業を中心とする世界的な景況感

悪化や企業収益の低下等を背景に、主要国の景気は下向きを続けてきました。景気減速、米中

貿易摩擦激化による企業の投資意欲減退懸念や期待インフレ率の低下等を背景に、米国は19

年7月に利下げを決定しました。米国に限らず、世界の主要中央銀行は過去数年来の「インフレ配

慮型」の姿勢を転換し、「景気配慮型」の金融政策に足を踏み出しました。

2020年に景気が本格回復するのか、重要な分岐点

足元、米国、ドイツ、中国などの景況感指数は下げ止まりの兆しを見せています。景気本格回復

を見込んだ力強い株高が生じるためには、2020年の世界景気が上向くか否かがポイントです。当

ファンドの運用においては、積極的な財政政策を期待しにくい状況下、現時点では早期の景気底

入れには慎重な見方をしていますが、金融緩和の効果を見極めつつ、景気底入れの兆候が確認さ

れた場合には、株式の配分比率を引き上げる想定です。

ポイント2 2020年に景気が本格的に回復できるかが焦点

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
また、ファンドの運用実績ではありません。ファンドの運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

先進国・地域の政策金利の推移

日本：日本銀行当座預金・政策金利残高適用金利（2016年1月～）、米国：フェデラルファンドレート（FF金利）の誘導目標値、
ユーロ圏：預金ファシリティ金利、英国：オフィシャルバンクレート、豪州：オフィシャルキャッシュレート

（注）日本は2013年4月～2015年12月まで「量的・質的金融緩和」政策の下、政策目標をマネタリーベース残高としていたため、該当する期間
は表示していません。政策金利目標値は年0～0.1％等、幅で設定される場合がありますが、グラフ及び表ではブルームバーグデータ（レンジ
の上限値）を使用しています。

期間：2015年6月末～2019年11月末、月次

（出所）Bloomberg等のデータを基に野村アセットマネジメント作成

景況感指数の推移

期間：2014年9月～2019年11月、月次

米国 1.75% 英国 0.75％

豪州 0.75% 日本 -0.10%

ユーロ圏 -0.50％

2019年11月末現在

3 / 12



ポイント3 機動的な資産配分変更で、投資環境変化に対応

景気動向を見極めつつ、機動的な資産配分変更で対応

直近1年間の資産配分については、世界景気が減速局面にあると判断し、ディフェンシブな資産

配分戦略を意識し、世界株式のウェイトを減らし、世界債券のウェイトを増やしてきました。現時点

でも、景気が明確に回復するとは考えておらず、主要中央銀行が緩和的な金融政策スタンスを維

持するとみているため、世界債券への投資をメインとしています。今後、景気底入れの兆候が確認さ

れた場合には、世界株式の配分比率を引き上げ、リスクに配慮しつつリターンの獲得を目指します。

一方で、米中貿易問題の悪化等のリスク要因が顕在化した場合には、ファンドの現金等比率を

引き上げるなどリスク回避を重視した資産配分変更で対応してまいります。

「マイ・ロングライフ」が大事にしていること

ファンドの大きな目標（ゴール）は、①退職後のインカム確保、②資産保全（損失抑制）、③

資産寿命の長期化、としています。そのため、様々な経済局面に合わせた資産配分と共に、市場

悪化時には「雨宿り」（現金化等）をしつつ、「人生100年時代」のパートナーとして相応しい一貫

した運用を行ないます。

今後とも「野村ターゲットインカムファンド 愛称：マイ・ロングライフ」をご愛顧賜りますよう宜しくお願

い申し上げます。

上記はファンドを取り巻く環境を説明したものであり、全てを網羅しているものではありません。
なお、当資料作成時点の運用担当者の見解であり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。

資産別配分の推移

（出所）野村アセットマネジメント作成※上記は「野村ターゲットインカムファンド（年3％目標分配型）」の運用実績についての説明です。

＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。
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2019年10月1日（設定日）～2019年11月29日、日次

基準価額の推移（資産成長型）

基準価額（分配金再投資）とは、当初設定時より課税前分配金を再投資したものとして計算した価額であり、ファンドの収益率を測るためのもの
です。したがって、課税条件等によって受益者ごとに収益率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮しておりません。

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

2019年11月29日現在

各計算期間は、2019年11月29日
から過去に遡った期間としています。

設定来の運用実績

基準価額の推移（年3％目標分配型）

＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

期間 ファンド

1ヵ月 0.1%

設定来 0.5%

騰落率

（分配金再投資）

2019年11月29日現在

2018年1月26日（設定日）～2019年11月29日、日次

期間 ファンド

1ヵ月 0.2%

3ヵ月 1.6%

6ヵ月 5.6%

設定来 1.7%

騰落率

（分配金再投資）
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各計算期間は、2019年11月29日
から過去に遡った期間としています。

0

10

20

30

40

9,800

9,900

10,000

10,100

10,200

19/10 19/11

基準価額（分配金再投資）（左軸）

基準価額（左軸）

（円） （億円）

（年/月）

純資産総額（右軸）

5 / 12



2019年10月1日（設定日）～2019年11月29日、日次

基準価額の推移（年6％目標払出型）

基準価額（分配金再投資）とは、当初設定時より課税前分配金を再投資したものとして計算した価額であり、ファンドの収益率を測るためのもの
です。したがって、課税条件等によって受益者ごとに収益率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮しておりません。

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

2019年11月29日現在

設定来の運用実績

資産別配分

※株式プレミアム戦略を含みます。株式プレミアム戦略とは、保有する銘柄にかかるコール・オプション（買う権利）を売却し、売却による収入（オプ
ション・プレミアム）の獲得により、パフォーマンス向上を目指す戦略をいいます。一方で、株価が大きく上昇した際には、オプションにおける支払い等
が発生するため、損失が発生する場合があります。

＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

・四捨五入のため、合計が100％とならない場合があります。

2019年11月29日現在

ж上記は代表として「野村ターゲットインカムファンド（年3％目標分配型）」を掲載しています。

期間 ファンド

1ヵ月 0.1%

設定来 0.4%

騰落率

（分配金再投資）

※上記期間において分配金実績はありません。

各計算期間は、2019年11月29日
から過去に遡った期間としています。
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ファンドのポイント

＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

上記の図はあくまでイメージであり、実際の投資資金（基準価額）の動きとは異なります。将来の投資成果を示唆・保証するものではありません。

（販売会社によっては、一部または全部のスイッチングのお取扱いを行なわない場合があります。）
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＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。
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野村ターゲットインカムファンド
（資産成長型)/(年3％目標分配型)/(年6％目標払出型)

愛称：マイ・ロングライフ【ファンドの特色】

＊後述の【投資リスク】 【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

● 世界各国の債券等※1および世界各国の株式等※2を投資対象とする投資信託証券に投資します。

また、世界各国の不動産投資信託証券（REIT）および企業向け貸付債権（バンクローン）を投資対象とする

投資信託証券に投資する場合があります。

・投資する投資信託証券には、国内外の有価証券先物取引、オプション取引、スワップ取引等のデリバティブ取引および外国為替予約

取引等を活用するものを含みます。

※1 国債、政府機関債、地方債、国際機関債、社債＊、モーゲージ証券、資産担保証券、ハイ・イールド債およびこれらを投資対象とする

上場投資信託証券（ETF）など。新興国の政府、政府機関もしくは企業の発行する債券等（新興国債等）を含みます。

＊ハイブリッド証券（期限付劣後債、永久劣後債、優先証券、偶発転換社債）を含みます。

※2 普通株式、優先株式、DR（預託証書）およびこれらを投資対象とするETFなど。新興国の企業の発行する株式等（新興国株式等）を

含みます。

● 投資信託証券を主要投資対象とし、リスク水準を考慮しつつ、年率3％程度の利回り（コスト控除後）を確保することを

目指します。「年3％目標分配型」は、想定されるポートフォリオの利回り等をもとに各期の目標分配額を定め、その目標

分配額の実現を目指して運用を行なうことを基本とします。また、「年6％目標払出型」は、各期の目標分配額が目標分配

額決定時点の基準価額の年率6％（各決算時1％）程度となるように定めて分配（資金払出し）を行なうことを目指します。

● 投資する投資信託証券は、組入外貨建資産について為替変動リスクの低減を図ること※を基本とするもの、もしくは

これらに類するものを中心としますが、効率的に為替変動による収益を獲得する目的で外国為替予約取引等を活用

する投資信託証券に投資を行なう場合もあります。

※組入外貨建資産の純資産総額を主要国通貨換算した額とほぼ同額程度の主要国通貨売り円買いの為替取引を行なう場合を含みます。

● 投資信託証券への投資は、原則として高位を維持することを基本としますが、市場環境等によっては、短期有価証券等へ

直接投資を行なう場合があります。

● 投資信託証券への投資にあたっては、指定投資信託証券の中から、当運用への適合性を含む定性評価、定量評価等を

勘案して選択した投資信託証券に分散投資を行なうことを基本とします。

◆組入投資信託証券については適宜見直しを行ないます。

◆ 指定投資信託証券は、当運用への適合性を含む定性評価、定量評価等を勘案して、適宜見直しを行ないます。

この際、指定投資信託証券として指定されていた投資信託証券が指定から外れたり、新たな投資信託証券等が指定投資信託証券

として指定される場合もあります。

● 「年6％目標払出型」は、ファンドの基準価額（1万口あたり。支払済みの分配金累計額は加算しません。）が90営業日連続

して一定水準（3000円）以下となった場合には、短期有価証券、短期金融商品等の安定資産による安定運用に切り替える

ことを基本とします。

・市況動向等によっては安定運用への切り替えを速やかに行なうことができない場合があります。

・基準価額が90営業日連続して一定水準（3000円）以下となり安定運用に切り替えた場合には繰上償還します。

● ファンドは、複数の投資信託証券（ファンド）を投資対象とするファンド・オブ・ファンズです。

● 「資産成長型」 「年3％目標分配型」「年6％目標払出型」間でスイッチングができます。

● 分配の方針

◆ 「資産成長型」

原則、毎年5月および11月の15日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。

分配金額は、分配対象額の範囲内で、原則として基準価額水準等を勘案し、委託会社が決定します。

◆「年3％目標分配型」

原則、毎年1月、3月、5月、7月、9月および11月の15日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。

分配金額は、分配対象額の範囲内で、基準価額水準に関わらず原則として利子・配当等収益等の範囲内で委託会社が

決定します。ただし、基準価額水準等によっては、分配対象額の範囲内で、売買益等を分配する場合があります。

※ ファンドは目標分配額を定めておりますが、各期の分配対象額が目標分配額に満たなかった場合等には、目標分配額の分配ができない場合があります。

◆「年6％目標払出型」

原則、毎年1月、3月、5月、7月、9月および11月の15日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。

分配金額は、分配対象額の範囲内で、原則として基準価額水準等を勘案し、委託会社が決定します。

※ ファンドは目標分配額を定めておりますが、各期の分配対象額が目標分配額に満たなかった場合等には、目標分配額の分配ができない場合があります。

＊ 委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証する

ものではありません。

資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。
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【投資リスク】

（2019年12月現在）

◆設定・運用は

ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、株式、債券、バンクローンおよびREIT（不動産投資信託
証券）等に実質的に投資する効果を有しますので、当該株式の価格下落、金利変動等による当該債
券およびバンクローンの価格下落、当該REITの価格下落や、当該株式の発行会社、当該債券および
バンクローンの発行体、および当該REITの倒産や財務状況の悪化等の影響により、基準価額が下
落することがあります。また、外貨建資産に投資しますので、為替の変動により基準価額が下落する
ことがあります。
したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失
が生じることがあります。 なお、投資信託は預貯金と異なります。

※ファンドの基準価額の変動要因には、この他にも、デリバティブ取引に関するリスクなどがあります。
※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

野村ターゲットインカムファンド
（資産成長型)/(年3％目標分配型)/(年6％目標払出型)

愛称：マイ・ロングライフ

【お申込メモ】 【当ファンドに係る費用】

●信託期間 無期限 ◆ご購入時手数料 ご購入価額に2.2％（税抜2.0％）以内で販売会社が独自に
(「年3％目標分配型」:2018年1月26日設定) 定める率を乗じて得た額
(「資産成長型」「年6％目標払出型」:2019年10月1日設定) ＜スイッチング時＞

●決算日および 「資産成長型」 販売会社が独自に定める率を乗じて得た額

　 収益分配 　　　年2回の決算時（原則、5月および11月の15日。休業日の ＊詳しくは販売会社にご確認ください。

　　　場合は翌営業日）に分配の方針に基づき分配します。 ◆運用管理費用 ファンドの純資産総額に年1.0175％（税抜年0.925％）の率を

「年3％目標分配型」「年6％目標払出型」    （信託報酬） 乗じて得た額が、お客様の保有期間に応じてかかります。

　　　年6回の決算時（原則1月、3月、5月、7月、9月および11月 ＊ファンドが実質的な投資対象とするREITは市場の需給に

　　　の15日。休業日の場合は翌営業日）に分配の方針に基づき より価格形成されるため、その費用は表示しておりません。

　　　分配します。 ＊投資対象とする投資信託証券においてETFに投資する
●ご購入価額 ご購入申込日の翌々営業日の基準価額 場合は、信託報酬に加え、投資するETFに関連する費用
●ご購入単位 1万口以上1口単位（当初元本1口＝1円）または がかかります。

1万円以上1円単位 ◆その他の費用・手数料 組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料、
（ご購入コースには、分配金を受取る一般コースと、分配金が 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、ファンドに
再投資される自動けいぞく投資コースがあります。 関する租税等がお客様の保有期間中、その都度かかります。
原則、ご購入後にご購入コースの変更はできません。） ※これらの費用等は運用状況等により変動するため、事前
※お取扱いコース、ご購入単位は販売会社によって異なる場合があります。 に料率・上限額等を示すことができません。

●ご換金価額 ご換金申込日の翌々営業日の基準価額から信託財産留保額を ◆信託財産留保額 1万口につき基準価額に0.2％の率を乗じて得た額
差し引いた価額    （ご換金時、スイ ッチングを含む）

●スイッチング 「資産成長型」「年3％目標分配型」「年6％目標払出型」間で 上記の費用の合計額については、投資家の皆様がファンドを保有される期間等に
スイッチングができます。 応じて異なりますので、表示することができません。
※販売会社によっては、一部または全部のスイ ッチングのお取扱いを行なわない場合が ※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税金」をご覧ください。
あります。

●お申込不可日 販売会社の営業日であっても、申込日当日あるいは申込日の
翌営業日が下記のいずれかの休業日に該当する場合には、
原則、ご購入、ご換金、スイッチングの各お申込みができません。
・ニューヨーク証券取引所　　　・ロンドン証券取引所

・ニューヨークの銀行　　　    　・ロンドンの銀行
●課税関係 個人の場合、原則として分配時の普通分配金ならびに換金時

（スイッチングを含む）および償還時の譲渡益に対して課税され
ます。ただし、少額投資非課税制度などを利用した場合には課税

されません。なお、税法が改正された場合などには、内容が変更
になる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。
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【当資料について】

当資料は、ファンドに関する参考情報の提供を目的として野村アセットマネジメントが作成したものです。

当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではあ
りません。

当資料中の記載事項は、全て当資料作成時以前のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。

当資料中のいかなる内容も将来の運用成果または投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。

【お申込みに際してのご留意事項】

ファンドは、元金が保証されているものではありません。

ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。

投資信託は金融機関の預金と異なり、元本は保証されていません。

投資信託は預金保険の対象ではありません。また、登録金融機関が取り扱う投資信託は、投資者保護基金制度が適
用されません。

お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自
身でご判断ください。
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お申込みは

※上記販売会社情報は、作成時点の情報に基づいて作成しております。

※販売会社によっては取扱いを中止している場合がございます。

※販売会社によっては一部のファンドのみのお取り扱いとなる場合があります。

野村ターゲットインカムファンド
愛称：マイ・ロングライフ

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

日本証券業

協会

一般社団法人

日本投資

顧問業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商品

取引業協会

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○

株式会社北陸銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第3号 ○ ○

株式会社清水銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第6号 ○

株式会社十六銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第7号 ○ ○

株式会社福岡銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第7号 ○ ○

株式会社十八銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第2号 ○

株式会社親和銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第3号 ○

株式会社あおぞら銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第8号 ○ ○

株式会社北洋銀行 登録金融機関 北海道財務局長（登金）第3号 ○ ○

株式会社熊本銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第6号 ○

株式会社宮崎太陽銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第10号 ○

労働金庫連合会 登録金融機関 関東財務局長（登金）第269号

九州ＦＧ証券株式会社 金融商品取引業者 九州財務局長（金商）第18号 ○

ごうぎん証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第43号 ○

北洋証券株式会社 金融商品取引業者 北海道財務局長（金商）第1号 ○

ちばぎん証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第114号 ○

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○

西日本シティＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第75号 ○

野村證券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号 ○ ○ ○ ○

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2336号 ○ ○ ○ ○

株式会社三菱ＵＦＪ銀行
(委託金融商品取引業者 三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社)

登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○
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